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第 1部（12:30～14:00 コンベンションホール）
省エネ技術展示
16団体による建物における省エネ技術や部材・製品などのブース展示
省エネの取り組みや成果の発表、来場者への説明や参加者同士の情報交換
第 2部（14:00～17:00 E101教室）
基調講演とパネルディスカッション
基調講演：
「窓から考える省エネと建物文化」
松本浩志 マテックス(株)代表取締役社長
パネルディスカッション：
戸室太一 戸室太一建築設計室代表
原 美由紀 川崎市環境局地球環境推進室担当課長
清水雅貴 経済経営学部講師
松本浩志
コーディネーター：
泉 貴嗣 総合文化研究所共同研究員
建築文化の「いま」
建物の省エネを考える
公開シンポジウム 和光大学総合文化研究所 主催
公開シンポジウム：建築文化の「いま」── 005
2011年11月26日（土）12：30～17；00 和光大学E棟101・コンベンションホール
2011年11月26日、シンポジウム「建築文化の「いま」── 建物の省エネを考える」を
和光大学で開催した。本シンポジウムは、和光大学総合文化研究所の2010～11年度研究プ
ロジェクト「地域一体型の省エネルギーシステムの研究とその構築」（代表：樋口弘夫）の成
果発表の一環として行われたものである。
1970年代のオイルショックを契機として人々の意識にのぼりはじめた「省エネ」の概念
は、1990年代に国際政治化した地球温暖化問題を経て、21世紀の今日、喫緊の課題となっ
ている。折しも本年3月11日の東日本大震災による原子力発電所事故から連鎖的に発生した
電力供給への不安は、記録的な猛暑のなかで「省エネ」が掛け声としての努力目標にとどま
るものではなく、日々の生活を考え直し、実効性あるライフスタイルの変革を要請するもの
であることを、人々に否応なく認識させたといえよう。
潤沢なエネルギー供給を前提として形成されてきた現代のライフスタイルから、脱原子力
や持続可能なエネルギーの実現にむけたこの変革には、望むべき目標を設定しつつ、その目
標に向かって社会的コンセンサスを築き上げ、実現を図るという「バックキャスト経営」の
考え方が必要である。
衣食住という人々の生活基盤のひとつである「建築」は、ライフスタイルの形を決定づけ
る大きな要因である。本シンポジウムではライフスタイルの目標設定の基盤となる建築文化
に焦点をあて、空調システムの存在を前提として建設されてきたエネルギー多消費型の高層
建築という20世紀の建築文化を、いかにしてエネルギー負荷が低く、かつ快適な生活空間を
提供できるものへと変革していくことができるか、企業人と研究者が膝を交え、最新の技術
と考え方を紹介し、交換しあう場とすることを主目的とした。
特に、省エネに関連する企業や行政・市民団体などからその活動や技術、商品を紹介し合
う展示ブースを設けたこと、基調講演・パネルディスカッションにおいても、学術的側面と
現場の実践事例および行政の包括的な視点を取り入れることによって、産学官の交流、協働
的取り組みを実現するきっかけを生み出すことができたことは、大きな成果といえる。
［小林猛久 所員／経済経営学部准教授］
